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第1　はじめに
　学校給食は、身体の発育期にある児童生徒にバランスのとれた栄養ある食事を提供し、健康の増進、体位の向上を図ることを目的としています。
この学校給食の提供には、物資納入・調理・配送・配膳を通して、安全・安心の徹底が求められ、学校給食に携わるすべての職員の細部にわたる点検及び協力連携が必要となります。
本市では、文部科学省が定める「学校給食衛生管理基準」、厚生労働省が定める「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基づき実施しており、学校（園）における異物混入時の対応を重点的に捉えた、「近江八幡市学校給食における異物混入対応マニュアル」を平成25年12月作成し対応して参りました。今回、「共同調理場調理方式」（近江八幡市学校給食センター）に一本化したことから、調理現場における対応等を明確にするため、マニュアルの見直しを行いました。
関係者一人ひとりが役割を果たし異物発見時に適切に対応することで、学校給食の安全を確保します。

第2　異物の定義と区分
　異物は、生産、貯蔵、流通の過程で不都合な環境や扱い方に伴って、食品中に侵入又は混入したあらゆる有形外来物をいう。
　ただし、高倍率の顕微鏡をもちいなければ、その存在が確認できない程度の微細なものは対象としない。【厚生労働省監修「食品衛生検査指針理化学編」参照】
　なお、「生産、貯蔵、流通の過程」には、学校給食における「調理、配缶、配送、配膳の過程」を含むものとする。　
	異物
	区分
	具体的な物資

	危険異物
	分類１
	喫食により、児童生徒の生命に深刻な影響を与えると判断される異物
	金属片、ガラス片、陶器片、針、鋭利なプラスチック片、薬品等

	
	分類２
	喫食により、児童生徒健康への影響が大きいと判断される異物
	衛生害虫（ゴキブリ、ハエ等）、ネズミ、製造過程上不適切な取扱いにより生成したもの（変色、異臭、カビ）

	非危険異物
	分類３
	異物自体は不快であり衛生的ではないが、児童生徒に健康への影響が少ないと判断される異物
	毛髪、繊維、ビニール片、羽虫等の衛生害虫以外の虫、
上記以外のプラスチック片、スポンジ片、植物の皮や殻等

	原料由来物
	分類４
	原料そのものに由来する物資であるが、喫食により健康への影響があると判断される異物
	食肉の鋭利な骨


※原則として、原料そのものに由来する物質や食品の変色部分等は異物に含めない。ただし、異
物の大きさ、量、形状等に応じて異物と同様に扱うものとする。
　※異物の判断が困難な場合は、学校給食センターに確認する。
第３　異物混入防止対策について
　学校給食については、文部科学省が定める「学校給食衛生管理基準」、厚生労働省が定める「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基づき、次の事項に留意して異物混入の対策を講じるものです。
１　異物混入の発見時期
２　異物混入の防止対策
３　異物混入への対応
４　連絡体制

１　異物混入の発見時期
１　異物混入の発見時期は以下のとおり考えられる。
　（１）物資納入の過程・調理の過程・配送の過程
　（２）配膳の過程
　（３）各校園教室での過程（検食時・配食時・喫食時等）

２　異物混入の防止対策
　１　物資納入の過程
　（１）物資の納入時は必ず学校給食調理従事者（以下「調理員」という）が異物の有無を検収する。
　（２）段ボール箱を開封する際は、カッターナイフを使用せず、留め金や切れ端が飛ばないよう注意し、検収室において専用の容器に移し替える。
　（３）各学校の配膳室および各学校給食センターの荷受室の施錠及び開錠の管理を厳重に行う。
２　調理の過程
　（１）調理エリアへの関係者以外の立ち入りを禁止する。
（２）調理施設窓の開放を禁止する。
　（３）調理員が遵守すべき事項
　　　・調理エリアに入る際は、白衣・ズボン・帽子・マスク・靴の着用を徹底する。
　　　・調理エリアに入る前に、衣服に髪の毛など異物が付着していないか確認する。
・調理室に入る際は、エアシャワーをとおる。
・調理作業前、作業中及び作業後には、調理機器・器具等に部品欠如や破損がないか等
を複数の調理員で確認する。(ネジ、ボルトなどの部品はあるか。包丁、ピーラー、
スライサーの刃の破損はないか等、刃物類チェックリストにより)
　　　・ビニール袋を開封する際には、切れ端が出ないように切る。
　　　・手袋の使用時及び廃棄時には、欠損部がないか確認する。
　　　・調理施設内に汚染及び破損がないか毎日確認する。
　　　・業務日報を学校給食センター長に報告する。



３　配送の過程
（１）配送員が遵守すべき事項
・コンテナ、配送車内に汚染及び破損がないか毎日確認する。
・配送員は、食器コンテナ及び食缶コンテナを配膳室に搬入し、配膳員に確実に受け渡す。ただし、食器コンテナは、配膳員が出勤していない時間帯については、配膳室に搬入し施錠する。
　　　・配膳室の施錠及び開錠の管理を厳重に行う。
４　配膳の過程
（１）配膳室の施錠及び開錠の管理を厳重に行う。
（２）配膳員が遵守すべき事項
・直接納入のパン、ソフト麵及び牛乳等に異物が付着していないか検収する。
　　　・食器具類、食缶に異物が付着していないか確認する。
　　　・配膳室に汚染及び破損がないか毎日確認する。
５　各校園教室での過程（検食時・配食時・喫食時等）
（１）児童生徒(園児)の喫食開始時間の３０分前までに検食を行い、食品の中に異物がないか確認する。
（２）教室での配食は担任の管理・指導のもと異物が混入しないよう十分注意する。
　（３）給食当番は白衣・帽子・マスクを着用し衛生管理に努める。
　（４）教室は画鋲・ホッチキスの針・コンパスの針等が散乱しないよう、整理整頓に心がける。

３　異物混入への対応
　１　危険な異物の場合
　　　金属片・ガラス片等の異物は、児童生徒(園児)の生命や健康に影響を及ぼす恐れがあることから、児童生徒(園児)の安全を最優先にして対応する。
（１）共同調理場の対応
　　①異物を調理員が発見
　　　・異物を発見した場合は、班長が直ちにその作業を停止し調理責任者若しくは総括責
任者に報告する。
②学校給食センター長への報告
　　　　・総括責任者は、混入の経路を確認し、速やかに学校給食センター長に状況を報告す
る。
＊「総括責任者」とは近江八幡市学校給食センター調理等業務委託により、受託事業者が配置した者（調理・配送・配膳の責任者）。
③学校(園)全体の一時停止

・学校給食センター長は、児童生徒(園児)の生命や健康に影響を及ぼす恐れがあると
判断した場合は、全校園の混入献立の調理又は提供及び喫食を一時停止する指示を
行う。
・混入献立以外の給食について、安全が確認されない場合は調理及び提供、喫食の一
時停止を指示する。
④関係機関との協議
　　　　・学校給食センター長は、校園長に異物混入があったことを連絡する。また学校教育課長、幼児課長に連絡するとともに直ちに対応を協議する。
　　　 ・協議の結果を受け、学校給食センター長は、混入献立の調理の再開又は中止を判断
し、括責任者に指示する。混入献立以外の給食の再開又は中止を全校園に指示する。

（２）学校(園)の対応
　　①異物を児童生徒(園児)が発見
　　　・異物を発見した児童生徒(園児)の怪我の有無を確認する。
　　　・直ちにその献立を食べないよう学級（クラス）全員に指導する。
・怪我をした場合や健康被害が生じる恐れのある場合は、速やかに養護教諭（園長又は主任）が対応し、必要に応じて受診させる。　
　　　②校長(園長)への報告
　　　　・異物を発見した者又は児童生徒(園児)から異物混入の報告を受けた者は、校長(園長)に状況を速やかに報告する。
　　　③学校(園)全体の一時停止
　　　　・校長(園長)は、児童生徒(園児)の生命や健康に影響を及ぼす恐れがあると判断される場合は、全学級（全クラス）の混入献立の喫食を一時停止する指示を行う。
　　　　・混入献立以外の給食について、安全が確認されない場合は一時停止を指示する。
　　　④関係機関との協議
　　　　・校長(園長)は、学校給食センター長に異物混入があったことを連絡する。また小学校、中学校は学校教育課長、幼稚園は幼児課長に連絡するとともに、対応を協議する。
　　　　・協議の結果を受け、校長(園長)は混入献立以外の給食の再開又は中止を全学級（全
クラス）に指示する。
　　　⑤異物の保存
　　　・異物献立は、異物の特定や混入の原因究明のために必要となるため、発見した状態で保存する。(可能であれば、写真を撮っておく。)
　　　⑥保護者対応
　　　　・校長（園長）は被害を受けた児童生徒(園児)の保護者に対し、学校給食センター長及び小学校、中学校は学校教育課長、幼稚園は幼児課長と訪問して謝罪をするなど、誠実に対応する。
　　　　・重大な異物混入については、校長(園長)、学校給食センター長、学校教育課長及び幼児課長等で協議し、保護者宛の文書を速やかに配布する。
　　　⑦報告書の提出
　　　　・校長(園長)は混入した異物の現物と「学校給食異物混入報告書」（様式１）を、学校給食センター長に提出する。

　 （３）学校教育課、幼児課、学校給食センターの対応
・学校教育課長、幼児課長並びに学校給食センター長は、校長(園長)から異物混入の連絡を受けたときは、直ちに対応について協議する。
　　　　・異物混入状況により、他の受配校に影響を及ぼすと考えられる場合は、各校園へ速やかに連絡する。
　　　　・栄養士、総括責任者は、混入原因を点検・調査し学校給食センター長に報告する。
　　　　・混入原因が調理場に起因すると考えられる場合は、混入原因を調査し、今後発生させないための対策を講じる。
　　　　・混入原因が、製造業者に起因すると考えられる場合は、混入している食品を見せ、混入原因の調査と今後の対策を指示し、その結果を後日文書で提出させる。
　　　　・保護者への対応を教育長、教育部長、子ども健康部長、校長(園長)、学校教育課長、幼児課長、学校給食センター長等と協議し、対応内容によって保護者あての文書を作成し、学校(園)へ配布を依頼する。
　　　　・重大な異物混入については、報道機関への情報提供についても協議する。
・必要に応じて東近江保健所生活衛生課および滋賀県教育委員会事務局保健体育課へ連絡する。

　 ２　虫・髪の毛・食材の包装材料等の混入の場合
　　　 虫・髪の毛・食材の包装材料等の混入は健康への影響が少ないと思われるので、その
異物を除去し、安全性を確認のうえ提供する。
（１）共同調理場の対応
①異物を学校給食調理従事者が発見
　　　・異物を発見した場合は、班長が直ちにその作業を停止し調理責任者若しくは総括責
任者に報告する。
　　　②学校給食センター長への報告
　　　　・総括責任者は、混入経路を確認し速やかに学校給食センター長に状況を報告する。
　　　③学校給食センター長は、調理の再開又は給食の提供等を指示する。
（２）学校（園）の対応　
　　　①校長(園長)への報告
・異物を発見した者又は児童生徒(園児)から異物混入の報告を受けた者は、速やかに校長(園長)に報告する。
・健康に悪影響を及ぼさないと判断される場合は、その異物を除去し、安全を確認のうえ給食を提供する。
・異物を発見した児童生徒(園児)へ心理的な影響がないか配慮する。
・大量に混入していた場合、著しく不潔感があるなど、給食への信頼が失われ、児童生徒(園児)の心理面に悪影響を及ぼす恐れのある場合は危険な異物と同様に対応する。
　　　②保護者対応
　　　　・異物を発見した児童生徒(園児)の保護者に対し、学校教育課長、幼児課長、学校給食センター長等と協議し、対応する。
③関係機関への報告
　　　　・校長(園長)は、学校給食センター長に異物混入があったことを連絡する。また小学校、中学校は学校教育課長、幼稚園は幼児課長に連絡する。
　　　　・混入した異物の現物と「学校給食異物混入報告書」（様式１）を学校給食センター長に提出する。

（３）学校教育課、幼児課、学校給食センターの対応
　　　　・校長(園長)から連絡を受け、異物混入状況により他の受配校に影響を及ぼすと考えられる場合は、速やかに各学校(園)へ連絡する。
　　　　・栄養士及び総括責任者は、混入原因を点検、調査し学校給食センター長に報告する。
　　　　・混入原因が調理場に起因すると考えられる場合は、混入原因を調査し、今後発生さ
せないための対策を講じる。
　　　　・混入原因が、製造業者に起因すると考えられる場合は、混入している食品を見せ、
混入原因の調査と今後の対策を指示し、その結果を後日文書で提出させる。
　　　　・必要に応じて教育長及び教育部長、子ども健康部長へ報告する。

４　連絡体制

　　（１）物資納入の過程・調理の過程・配送の過程

調理員・配送員　　　　総括責任者　　　　学校給食センター長　　　　校園長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

栄養士　　　　　　　　　　　　　教育長・教育部長

滋賀県教育委員会事務局保健体育課　東近江保健所生活衛生課





（２）配膳の過程
　　
配膳員　　　　総括責任者　　　　学 校 給 食 セ ン タ ー 長　　　校 園 長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

栄養士　　　　　　　　　　　　　        教育長・教育部長

滋賀県教育委員会事務局保健体育課　東近江保健所生活衛生課

（３）各校園教室での過程（検食時・配食時・喫食時等）

・危険な異物の場合

発見者　　　　報告を受けた者　　　　　　校　　　園　　　長　　　　　　　

受配校
栄養士・総括責任者　　　　学校給食センター長　　　　学校教育課長・幼児課長　
　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育長・教育部長・子ども健康部長

滋賀県教育委員会事務局保健体育課　東近江保健所生活衛生課

・虫・髪の毛・食材の包装材料等の混入の場合

発見者　　　　報告を受けた者　　　　　　校 園 長　　　　　　　

受配校
栄養士・総括責任者　　　　　学校給食センター長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教育長・教育部長・子ども健康部長






（４）各連絡先
	　近江八幡市学校給食センター
	３７－５１１０

	　学校教育課
	　３６－５５３１

	　幼児課
	　３６－５５７９

	　総括責任者（㈱東洋食品）
	　３７－５４３３

	東近江保健所生活衛生課
	　２２－１２６６

	滋賀県教育委員会事務局保健体育課
	０７７－５２８－４６１４



３

